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量東中攣校の副互 iO周年記念行事泊 2月
`曰
愛東コミュニティセ

ンターであり 1991年の卒業生 :人が
=自
の仕3を生かした体騒教

室を開_‐ 生徒 112人が楽しみました
末田m美さんは 全校生徒で 1枚の粽をibき上|デう■画 他に 映
画監薔の1,山知費さんはコンピコーターグラフイックスを使つF_台成

記急撮影 美杏師の薫森正義さんはカット体験をそれぞれ指導されま
した
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Ì僣 11

`‐

麗
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中学生の感想 (一部 )
l●たちでも頑張れば1,来すばらししヽ人生が選れる

0ち という希望『失敗していいんによJのメンセー
ジを生がそうと思いまし●.(1年 ,
色々なことに挑戦することを学●|ま した 一日―
日を大切にじていきます (2年 )
03%を切り捨てて 2・・の愛粟梨を目てていく大
変さ 立派さ 素匿らしさと人間を結0つけた話が
印象的でした (3年 ,

参加者からの感想

自分の中心に よ [愛粟Jが

あり 未京で活躍してtヽても
塁本にはふるさとがしつ力り

と目ついているという 3人の

話が震力oこで,
すばらしい::意行

=て
した

同じ学年で ,人もの一流の三

晰 職人蓄後
=の
目標仁愛票

Φの自慢が出来ました 雪加
者が少なかつたことが残急で

した

"6年
ぶりに卒業生の成長した奎に

感湘しました 三|:活動や美容師と
いうあこがれの確 二つさ活躍されて

います 高い,(目標)があっ●_●
うこそ実現できたのではないなと目

tヽます 本当にうれしいです 後鍛
に 陰 取り組んでいることを橋一杯

やってくださいJと メッセープを伝

えられ 民い記念行李にな0たと8
,ヽます 愛東中学校の,後 |●活躍を
期待します

(平成 3年度卒業生の担任)

凛
ll■‐ロ



業生嘲 験 拗

卒業生からのおネtのメール
みんな素菫tとてt,●る気のある生徒さん達てした

私たちも大変貴重なf験●させていtFき ました 可
」Jしてもばしてもらえれ|ま蛭し|,です これ力らも
たくさんのチャレンプさせてあげてください

「県下最速級

愛東中学新技合建設J
晰制■學校発足わす01年 十にして ■東
中学技の機舎

'疇
工しています 臭

“

的に |

=1度
は昭和 22年 ●月

'日
に始■, 校舎起

工式 ,昭和 2,年 ,Hl,日 域工式 ,10月
1● 0です 埃工式 ti薇賞県剛匈0メ列席
していま,県 下でヽこれにと早く新校需を完
減すOt●ろは少なく Rとしてヽせ0猥市と
なる出来●だoたからでしょう

建設吊地0範保や建設買奎0コ壼など
戦よ問もないこの時期には 大菫たむ労が
あoた 0で はないてし,,か そのせ,か
10,イ
`イ
,日 の崚賞行0には ■人流

=奎
展示会 バ

'―
なとが擢され 多くの住民り

勧 ,て大く,,電 ,■ガ●たそうです
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規金のa買い物の方に Z倍ポイントワしぜント B相 0■軸 〕
力しンダーにスタン

'を
押しま義

:,月昧 切|“τネ″

7  8  9  :0 :: 12113

:4 i5 16 :7 :8 19 20

2: 22 23 24 25 21 27

23 29 30 31

`0100～
1■00

ごはん 2●●8‐240

下

●●● ,_つ
う●
"ぶ



ンつ
´

′
‐´一プ

´
　

一

ヽ
ゞ

●
　

′帯
一

，
＾¨

■
●

‥

‘

―

―

●

，

■
■
Ｗ
一

〕ゴ11, クー「1オ|り ■it日

計=―
ヽ

今年 ,回 日となつた壼の口回ウォークラリ
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饉

―に 勁児から大人までれ,12,`が
=痢

^ビ
ー坊―を押してママ崚も約, 楽しんて

多加されました ■少年青観推進員 (若いお
父さ
=方
)を 0しに問題 ●―ス作りに憔カ

していたたきました 少年十億晰員を中心 ●進
携をと,安

=′
ドヽ。―ルにも穂してください

ました また ゴールしたチームからu番 ●
カレーライスの振る縫いもおり 上位 ,テー
ムには貴品もあ,0い出になる一日となりま
した 苦さんのご1カ ピ゙ 力により驚↓●
開催することができました ありがと,ござ
いました

主催 1壷東●ミュ=テ ィセン
'一
 ヽ製 書少年吉咸市民会壺愛東支椰

協力 奎東地●地域議青協施会 愛菫地区子どt会連合撚 まち筵 ペン ドサボー ト部全

0000000000000000
幼児センターで親子もちつき会

12月 1日  要
'1町

幼帰センターて 町内で収穫されたも
ち米を使つた鋭手tち つき会が開かれ 幼児センターや子育
て支援センターの利用者親子が姜痢しました ますはお父さ
ん通が見本を披露 お米がだんだんとおもちの彫に責わって
いく様子を 子どもたちは真剣に見入 oていました 早く日
分たちもつきたい様子で 早選杵を手にした子ともたち 重
たい杵を一生懸命持●.上げて 線子て協力しておもちをつい
ていました おもちがつき終わつたあとは 自分たちて好き
な大きさに丸め さな粉や醤 Jをつ 十ていただきました 子
どもたちは 自分でついたおtら をおいしそうにはわ oてい
ました

|
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1ヽ Ft iξ
lて ]ま しあましての絵手紙講座』を開講しまし
|しい日々の中のひと時でしたが 垣見真由美先

生のご指導のもと和気あいあいと総手祗を楽しんでおられました
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以前から
'自
分てのし袋が書けたらいいな IJと いう多くの声にl.l催

できた『ベン智宇議座』 西澤正子発生に0月から連籠講座で,2月 ま
で敏えていたたきました 皆さんの作品は文化まつりでも展,されまし
た 西澪先生は

'『

■』は本来『身近なもの 車しいもの』です ベン
さえわれば いつでも誰でも簡IIに始められ 誰でも上手になることが
できるのです 私よそのことを少しても多くの人に伝えていきたいと思
つていますJと 私たちも少し意距をしてベンをとつてみることから鮨
めてみたいですね

Oe孵 こんに,は あ●隷してお0てとうこさ|ヽます
本年も愛東回芭館をどうぞようしくお願いします● も` と うとしょかんです
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マーガレットさん0 ●||ママRaけ0し会

―大きな布絵本て ま |
サン
'さ
んが金場 |  |

,■ ■: , ,● 9。 ■
'

―憫近て見るハントベル
に頂味津々 |

l壼機 ●みんなく虚念撮影 |
あ～楽しかoた ,

t●
=■ =て
,=tヽ ■|―● :`'|●

t●●|■問合せ
` ,0こ =掟 't

レ

し

ブ

ま

ン

ト

サ

ン

ー

せ

た

■ ■ ,● ャ■ , ,卜
'`1■ =

今年tあはOι会で楽しいoここきを!

☆おひざでだ・ ■のおはなし会

☆おけ 7● し合

(3曰 は おはなしのあとに|｀えたたな工作tし よオ ,

お日 合h● 本い●千綺は
'東
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1回目

開に日時 :平成 30年 2月 6日 (火 )
19時～21時
2回自

開催曰時 ,平成30年 2月 20日 (火 )
19時～21崎

板綺さんを講師に本格的に実践

します 魚まるごと一匹を自分で
きばき お皿に盛っていきます ,

マイ包Tをお持ちの方はご持参く
ださい

[1師は漬議健司きんです

受講料 :1回につき500円 + 魚の実■代が必要
墓集人数 :5名程度
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平成30年 1日7日 (日 )
年後5腑40,～年後6時 10分
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平成30年  1月 教菫 ■座 スポーツ大会
行 事 名

iの つどしヽ

鉤 後期スター ド

専の予定    ア
場  所
~

愛東コミュ=ティセンター

愛東コミュニティセンター

1 0日 (月 , うたごえ広場 愛東コミュ=テ ィセンター

17日 (水 ) 写真数室0 愛東コミュ=テ ィセンター

1,日 (水 ) ●ミュ=テ イカフエ ぐるoベ 愛東コミュニティセンター

17日 (水 ) |お でかけf●場 (子育て支援センターおひさまoこ | 上岸本公民館

10日 (金 ) リトミック教室0 愛東コミュ=テ ィセンター

2,日 t日 )
'‖
d,き つちん (お薬子 ) 愛東コミュニティセンター

24日 (水 ) 1赤 ちやん広場 (子育て支援センターおひさすoこ ) 愛東つどいの広場

20日 (金 ) リドミック教室0 愛東コミュ=テ ィセンター

2'日 (■ ) 曼東歴史2D 愛東コミュニティセンター

ク
・
‐―
´

12月 29日 (金,～平成 30年 1月 4日 (木〕まではコミユ=テ イセンターは閉館させていただきます

今年―年コミュニティセンターをご利用いただきありがとうございました 年末年始は慌ただしくなります
どうで皆さま体調管理 交通安全に

"め
ていたださお●●気て新年をお迎えください 来年もたくさんの皆様に

解 li[fき

ますよう事業に取り組んでまい

::l:it:お

願tlを

編集あ・れ。こ・れ

■■` 二識 ンター年末年力田日のお知らせ  ｀

あサ1こう診辣所だより

診療時間が変更になりました !

平成七30年です さらに 31年 4月
`0日
て平成

は縫わり 新たな年号になる予定です どん0年号
になるのでしょうかね

'
昭和を西暦に 西暦を昭和に言い換えるのはすぐ
にできます しかし 平成を西暦に 西暦を平成に
言い換えるの まなかなか困難7●私です

「降る雪や 明治は遠く なりにけりJと は 1:
和 6年の川柳です 20年ぶりに訪れた母校で見たよ

うすと 自分の小学校時代との違いから詠んた作品
だそうです

光陰失の如し | 「昭和 よ遠くなりにけりJと こ
ろか 呼 成は連く7● りにけりJという日がすぐに来
るかも…  (か )

私事になりますが 良性疾患に対する治療のため

に 10月末から 1月 上旬まで急達休診することこな

り 大変ご迷惑をおかけしました

現在 ま診療を再開しておりますが 診療時間が一部

変更になりましたので 下記の表をご参照ください

予約 問い合わせ一あいとう診燎所
80,4,●8揃30 1,06● 5801櫛 30

"
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